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１２月１日（金）　１５：００～１５：３０　第７回検数労連１７冬季一時金交渉　　


全ての地域より、１７冬季一時金中闘見解に対する批准または一任を受け、


第７回交渉をもって正式に妥結を表明。


支給日：１２月８日（金）を確認する。




















１７冬季一時金　中闘見解に対する各地域の主な意見。











【第７回交渉】


　１２月１日（金）日港福会館にて第７回検数労連１７冬季一時金交渉を行い、すべての地域より中闘見解に対する批准・一任を受けたことから、今交渉で妥結の態度表明を行いました。





【態度表明】


　１７冬季一時金要求について、現到達をもって妥結する。


　今冬季一時金交渉は、両協会ともに事業収益および既存業務の減少傾向のもとでの交渉となった。組合は、第１回交渉での要求提出以降、第６回交渉における機関手続きまでの間、組合員の安定した一時金水準の確保に向けて要求に沿った回答をするよう交渉の中で強調してきた。同時に『仕事と収入の確保』運動の半期の到達点としての一時金回答を強く求めてきた。


　





































































































【評価点】


《全日検》


①１６冬季プラス回答。


②乗率０．３１３ヵ月アップ。


③一律部分を職員ＡＢから経験年数した点は士気高揚につながる。


④有額回答指定日に回答を引き出させたこと。





《日検協会》


①都市加算の満額回答。


②乗率２．０ヵ月の維持。


③『安定した一時金』の貫徹。


④『安定した一時金』等へのこだわりによる終盤戦での連続交渉。























しかし、今冬季一時金についいては、両協会の収支状況に応じた回答となった。とりわけ、日検協会の回答状況については、単純に半期の収益動向のみを重視した『利益配分』を全面に押し出した格差回答であった。このことは、組合が交渉の中で主張してきた要求趣旨とは大きく掛け離れるばかりか、人員不足の中で奮闘している従業員の気持ちは充分に反映されるものではなかった。


具体的な金額では、全日検においては、総額で昨冬比プラス回答、日検協会おいては昨冬比マイナス回答であったが、都市加算を要求通りに回答したことは一定評価できる内容となった。しかしながら、組合が求めていない全日検の『役付・特別評価・アルファ』、日検協会の『アルファ』については不満を残した。また、諸要求についても理解が得られなく不満を残す結果となった。
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　各地域の冬季一時金に対する主張点については『両協会からの事業収益の説明が不明瞭』、『収益動向を前面に押し出した一時金対応』など、回答額に対する不満や今後課題に向けての意見などが数多く上がったが、すべての地域から冬季一時金闘争に対する一定の判断がされた。


　今後の労使課題として、以下の問題点を提起する。


　一時金は社会生活を営むうえで貴重な生活給であり、生活の安定確保に欠かすことのできない課題である。また、単に事業収益が減少しているからとの理由で一時金を変動させることは、従業員の士気低下につながることが懸念される。


　引き続き、従業員の『生活の安定』に向け、協会方針である『品質向上』と組合方針である『仕事と収入の確保』運動を中央労使協議や職場懇談会を通じて事業基盤を強化していくことが求められる。　　以上










































































【不満点】


《全日検》


①要求していない特別評価や調整加算に不満。


②一律部分での勤続年数の金額差が不明瞭。


③雇員・準職員の低額回答に不満。


④調整加算の格差拡大に不満。





《日検協会》


①昨冬・今夏比で総額が下回っていて不満。


②協会の一時金回答に対する考え方は前期比に対しての収益動向しか目を向けられておらず不満。


③要求していない業績加算に不満。


④機関手続きから意見集約まで時間がない。




































































各地域闘争委員会の皆様


１７冬季一時金闘争お疲れさまでした。


次は１８春闘！に向けて


団結して頑張りましょう！
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